


























































各将六万、恒河沙等眷属、況将五万 ・ 四万 ・ 三万 ・ 二万 ・ 一万恒河沙等
眷属者。（「従地涌出品」）
各（おのおの）六万恒河沙等の眷属を将（ひき）いたり、況んや五



































































































































































































































況んや復乃至一恒河沙 ・ 半恒河沙 ・ 四分之一 ・ 乃至千万億那由他分
の一なるをや
　（11）の直前には、家屋の中に様々な生き物が生息するという状況について説
明された部分があり、それに続く（11）では、それですら災難と呼べるが“大
火”ならば尚更であると述べられている。ここでは、“大火”の発生が難と呼べ
る現象に該当することの当然性を強調するため“況復”が挿入されている。
　（12）の直前には、“若為女人説法、不露歯笑、不現胸臆（「若し女人の為に法
を説かんには、歯を露わにして笑まざれ、胸臆を現わさざれ」）。”とあり、女性
に教えを説く際に避けるべき態度について説明された部分がある。それに続く
（12）では、“為法”という条件下に於ける“不親厚”の強制について示された
後、“余事”に対しても同様の態度で応ずるべきと述べられ、その当然性を強調
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するため“猶”“況復”が挿入されている。
　（13）は、既に挙げた（１）の後続部分に当たり、“将”の対象となる眷属を
“恒河”の砂に譬えた場合、その数量が（１）で示されたものより更に少ないの
ならば、それらの眷属は間違いなく存在すると述べられ、その当然性を強調す
るため“況復”が挿入されている。尚、“況復”はその後も繰り返し使用され、
同じ形式による表現は合計６回の使用が確認される。
４．おわりに
　古典漢語の連詞“況”には、文中に掲げられた行為や現象の重要性を表現す
る機能があり、その効果は戸田1965：141が認める「一方を強調するため他方を
軽く抑える」形式の構成を通じて発揮される。例えば、『孟子』「萬章章句」“則
天子不召師、而況諸侯乎（「則ち天子すら師を召さず、而るを況んや諸侯を
や」）。”では、“諸侯”が“不召師”の実施者として相応しいことの可能性につ
いて主張されているが、そこでは、立場が異なる“天子”と“諸侯”それぞれ
の置かれた状況の違いを強調することにより、一方の重要性を表現するという
形式が構成されている。
　本論の例文（２）の場合、比較を示される要素には“如来現在”と“滅度後”
の２種類の状況が当たる。文中では“況”の挿入による抑揚形が構成され、両
者間に成立する程度の違いの甚だしさが強調されたことにより、“滅度後”に
“怨嫉”が発生する可能性の高さが表現されている。
　また、『法華経』文中では複合語“何況”の挿入による反語形が多用されたこ
とも確認された。戸田1965：148に記されたように“何”に「意味を強める」機
能が含まれる可能性を重視すれば、経典の中で特に強い説得性を込めた部分で
使用する表現としては、この“何況”は非常に相応しいものと判断された。
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〈注記〉
１） 本論が漢語語法の研究論文であることを重視し、“況”の品詞名は「接続詞」で
はなく中国で使用されている「連詞」を使用した。
２） 高名凱1957：362は、互いに関連のある命題と命題が独立して存在し、両者間に
成立する関係が意味の強化を示す場合、文中に使用される虚詞として“況”を挙
げている。
３） 本論で引用された例文には『大正新脩大蔵経』（全83巻，1925年７月発行，1988
年２月普及版発行，大正新脩大蔵経刊行会）文中での使用箇所を示す記号を付す。
最初のＴは「大正」、数字は巻数と頁数、最後のＡ～Ｃは段数を示す。
４） 各例文の直後には、参考のため『訓訳妙法蓮華経并開結』（井上四郎編輯，平楽
寺書店，1957年１月発行）に書かれた書き下し文を付す。
５） 楊伯俊2016：166は、古典漢語で使用される転折連詞の機能を転折の強度や方向
性により「反転」「他転」「急転」に分類し、“況”の機能は「急転」となってい
る。
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